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研究成果の概要（和文）：　聞き手を納得させるプレゼンテーションを行うためには、発表者は聞き手とのコミュニケ
ーションを意識する必要がある。従来はビデオの見直しや聞き手が残したコメントを基に修正し反映していたが、この
方法では修正点を具体的に理解することができない。そこで本研究では、プレゼンテーションへの評価をリアルタイム
でフィードバックできるシステムの構築を目的とした。具体的には、コメントをリアルタイムもしくは事後に確認でき
るようにすることで、発表者による効果的な復習の実施が可能となった。
　今後の展望として、評価の表示方法を検討することにより、ビブリオバトルやプレゼンバトルなど、関連する領域へ
の拡張が考えられる。

研究成果の概要（英文）：It is important that presenters understand intention of audience in presentation. 
Consequently to improve presentation corresponding to the place atmosphere is preferable in practicing. 
However to reflected audiences’ opinion only after practicing is difficult because most of them are 
vaguer opinion.
Therefore we develop system which overlays assessment on taken presentation. The system enables real-time 
assessment and feedback. Then we consider that the system is able to improve presentation practice.

研究分野：グループウェア

キーワード： プレゼンテーション能力　リアルタイム評価　状況内評価　小型端末　ユーザビリティ

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1) 社会において、プレゼンの重要性は非常
に高まりつつある。また、京都大学発祥のビ
ブリオバトルや、学問の枠を超えた学際的な
プレゼンを行うことで、自己アピール度を評
価させるプレゼンバトルなど、プレゼン形式
も多様化している。 

 

(2) ところで、一般的なプレゼン練習では、
練習後に発表内容を振り返り、修正を行うこ
とが多い。従って、聞き手の指摘内容がプレ
ゼンの総括になることが多い。聞き手が指摘
したポイントも事後の振り返りとなるため、
不明確である。また発表中に不明な点や共感
できる点があったとしても、その場で質問で
きない場合もある。特にビブリオバトルやプ
レゼンバトルの場合、貴重な評価内容を記録
活用できない場合もある。 

 
(3) これらの問題を解決するための研究が
行われているが、これらは記録した動画を後
に再生して評価したり、スライドの内容を指
摘したりするものである。プレゼンは聞き手
との対話で成り立っているものであるため、
リアルタイムで評価を行い、会場の雰囲気に
応じてリアルタイムで修正できるシステム
の需要は高い上、今後さらに需要が見込まれ
る。 

 
(4) 一方、プレゼンの練習は時間がかかる為、
指導者による練習は数回に留め、残りは自主
練習となることが多く、効果的に復習できな
いことがある。また、先にも述べたとおり、
発表後の指摘が必ずしも時間軸に沿って行
われるわけではないため、時間対効果が必ず
しも良いとは限らない。 

 

２．研究の目的 

(1) 本研究では、プレゼンの聞き手が PDA や
iPod Touchのような携帯端末をつかうことで、
発表中に自由かつリアルタイムに評価でき
るシステムの開発を目指す。この際問題とな
るのは、聞き手による評価内容をどのように
して発表者にフィードバックするかである。
そこで本研究では以下の 2点に集中して研究
を進めることとする。 

  

① 聞き手が評価した内容の表示方法の検討
と、発表者の認知負荷の測定および評価 

 

② プレゼンをリアルタイムで評価すること
の有効性 

 

(2) プレゼン練習において、コメントをリア
ルタイムに行い、またそれを事後に確認でき
るようにすることで、聞き手における適切な
指摘と、発表者による効果的な復習の実施が
見込まれ、時間対効果の飛躍的向上が望める。
また、単にプレゼン練習に適用するだけでな
く、評価の表示方法を検討することで、前述 

図 1：システム利用図 
 

のビブリオバトルやプレゼンバトルなど、関
連する領域への拡張が可能となる。 

 

３．研究の方法 

(1) 一般的なプレゼンテーション練習では、
発表中への指摘が行いにくいため、事後の振
り返りが主となっていた。その問題を解決す
るためのシステムも研究されているが、それ
は現実に行われるような発表者と聞き手が
向き合って行うプレゼンテーション練習の
中で使用されるのではなく、記録された発表
動画に対する評価やスライドへの評価であ
り、現実のプレゼンテーション練習とは大き
な隔たりがあった。 
 
(2) また問題点とは別に、評価活動が明示的
になると、評価者同士のコミュニケーション
が活発になり、評価活動が伝搬して更なる聞
き手の活動を促すということが報告されて
いる。それにより聞く態度も改善され、発表
者にプラスとなる影響を与えることも考え
られる。 
 
(3) 以上の点を踏まえ、今回新たに開発する
システムの要件をあげる。 
 
① 聞き手が評価をリアルタイムに行える 

 
② 評価内容が即時フィードバックされる 

 
③ 評価が活動の妨げにならない 

 

④ 発表者と聞き手のコミュニケーションが
システムにより損なわれない 

 

⑤ 評価活動が外化される 
 
(4) 本システムは Sounding Board を基に開
発を行った。Sounding Board のシステムを用
いることで、実世界上で活動が妨げられない
評価活動を行えるようになり、更に評価活動
の外化が可能になる。 
 
(5) 今回新たに開発したシステムでは、発表
者がどこで評価されたかを適切にフィード 
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図 2：評価の重畳表示画面 

図 3：疑似対面方式 
 
バックできるように、Web カメラで撮影した
動画に対し、評価内容の重畳表示を行えるよ
うにした。 
 
(6) システムの利用図を図 1 に示す。本シス
テムは発表者の発表に対し、聞き手が評価し
たい内容を評価端末から選択する。聞き手に
よって評価された内容は、端末内蔵の無線
LAN を通じてサーバに送られ、その評価結果
は図 2のように Web カメラで撮影された動画
に重ねて出力される。 
 
４．研究成果 
(1) 本システムは聞き手によって行われた
評価を Webカメラで撮影された動画に重畳表
示することで、使用者に提示する。ディスプ
レイを使用するという制約上、どのような形
で使用者にディスプレイ画面を提示するの
が適切かを、実験を行うことで検討した。 
 
(2) 一般的に行われているいくつかのプレ
ゼンテーション練習法の中から 
 
① 従来の対面式の練習環境をシステムで再

現する方法 
 
② 鏡を用いたイメージトレーニングを再現

する方法 
 
③ 従来の対面式の練習環境に直接システ 

 

図 4：鏡像方式 
 

図 5：対面方式 
 
ムを設置する方法 

 
以上の 3 つを本システムで再現し、それらを
比較することにした。 
 

1 つ目の方法はシステムを用いて、図 3 の
ようにして、一般的な発表者が聞き手の前で
発表する対面式の練習環境のメタファーを
作る方法である。発表者と聞き手の両方に、
ディスプレイを 2台用意する。発表者側のデ
ィスプレイには聞き手を映し、聞き手側のデ
ィスプレイには発表者を映す。このようにし
て、ディスプレイ越しにお互いを見あえる状
況を作り、従来の対面式の練習環境を再現し
た。これを「疑似対面方式」と呼ぶ。 
 

2 つ目の方法も同様にシステムを用いて、
図 4のように発表者が 1人の時に、鏡を使用
しイメージトレーニングや練習動画の見直
しを行う時のメタファーを作り出す方法で
ある。発表者側のディスプレイに自分を映す
ことで、鏡像の環境を再現した。この時、聞
き手側には「疑似対面方式」と同様に発表者
を映しており、聞き手は発表者を見ながら評
価することになる。これを「鏡像方式」と呼
ぶ。 
 

3 つ目の方法は、図 5 のようにして従来の
対面式の練習環境において、発表者と聞き手
の双方から見える位置に機械的に直接ディ
スプレイを配置した。これを「対面方式」と 
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図 6：発表者が画面に目を向けたか 

図 7：どこが評価されているか分かったか 
 
呼ぶ。 
 
(3) 以上の「疑似対面方式」「鏡像方式」「対
面方式」の３つの使用環境で比較実験を行い
検討した。 
 
(4) アンケート調査として、1 試行終了ごと
に発表者と聞き手に対し、5 段階のリッカー
ト尺度によるアンケートを行った。質問内容
は以下のとおりである。 

 
① 発表者に対するアンケート項目 

 
 発表中に画面に目を向けましたか？そ

れとも、向けませんでしたか？ 
 

 聞き手がどこを評価しているか分かり
ましたか？それとも、分かりませんでし
たか？ 

 

 システムを利用することで、発表の良い
ところ悪いところが分かりましたか？
それとも、分かりませんでしたか？ 

 
②  聞き手に対するアンケート項目 
 
 発表を聞いている時に、画面に目を向け

ましたか？それとも、向けませんでした
か？ 
 

 発表を聞いているときに、他の聞き手が
発表者のどこをポイントとして評価を
行っているか分かりましたか？それと
も分かりませんでしたか？ 

 
(5) アンケート項目を集計し、分散分析を行
いペアごとの比較を行った。結果と考察を以
下に示す。 

図 8：発表の改善点が分かったか 

図 9：聞き手が画面に目を向けたか 
 
① 発表者に対するアンケート結果 

 
 発表者のアンケート結果は次の通りで

ある。図 6は発表者が発表中に画面に目
を向けたかどうかについてのアンケー
ト結果である。「疑似対面方式」と「対
面方式」の評価値を Fisher の最小有意
差法で検定したところ、危険率 5%で有意
な差が見られた。このことから発表者に
とって、システムを用いて従来の対面式
の練習環境を再現する「疑似対面方式」
の方が、従来の練習環境に直接システム
を導入する「対面方式」より画面に目を
向けやすいことが分かった。ディスプレ
イを鏡の様に使用する「鏡像方式」には
有意差が見られなかった。 
 

 図 7と図 8は発表者がシステムを利用す
ることで、発表の改善点が分かるどうか
ということについてのアンケート結果
である。聞き手がどこを評価しているか
分かるかどうかという項目、システムを
利用することで発表の改善点が分かっ
たかどうかという項目共に、全体的に平
均点が低く、有意差も見られなかった。 

 

② 聞き手に対するアンケート結果 
 

 図9は評価者が発表者の発表を聞いてい
る最中に画面に目を向けたかどうかに
ついてのアンケート結果である。「疑似
対面方式」「鏡像方式」と「対面方式」
の評価値をScheffeの方法で検定を行っ
たところ、危険率 1%で有意な差が見られ
た。聞き手側に提示する画面は「疑似対
面方式」「鏡像方式」共に発表者の動画
である。このことから、聞き手にとって 
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図 10：他の聞き手の評価内容が分かったか 
 

ディスプレイを間に挟んで相手を見る
方が、従来の練習環境に直接システムを
導入した時と比較して画面に目を向け
やすいことが分かった。発表者と違って
「鏡像方式」と「対面方式」の間にも有
意な差が見られた。 
 

 図 10 はどの環境が画面に表示された評
価コメントを評価者同士で共有できる
かどうかについてのアンケート結果で
ある。「疑似対面方式」「鏡像方式」と「対
面方式」の評価値を Sceheffe の方法で
検定を行ったところ、危険率 5%で有意な
差が見られた。このことから、聞き手に
とってディスプレイを間に挟んで相手
を見る方が、従来の練習環境に直接シス
テムを導入した時と比較して、画面に流
れるコメントを共有しやすいことが分
かった。 

 
(6) 今回の実験では「疑似対面方式」「鏡像
方式」「対面方式」の 3 つの使用例を挙げ、
実験を行うことで、システムを有効に活用で
きる方法について検討した。比較する対象と
しては 
 
 画面を活動中に参照することが容易か

どうか 
 

 画面に提示された評価が活動者に有効
に作用しているかどうか 

 
という点に絞った。 
 
(7) 画面を活動中に参照することが容易か
どうかという点についての考察を行う。発表
者・聞き手共に従来の対面練習環境にシステ
ムを機械的に導入するより、システムで従来
の対面練習環境のメタファーを作り出した
方が、活動の最中に容易に画面に目を向けら
れることが分かった。しかし、発表者にとっ
ては、ディスプレイに自分を映し出す鏡のメ
タファーを作り出しても、自分を見ることに
心理的抵抗を感じる学生が多く、画面に目を
向けない人が多いことも分かった。 
 
(8)画面に提示された評価が活動者に有効に
作用しているかは、聞き手にとっては画面の

見やすさと同様に、対面式の練習環境にシス
テムを機械的に導入するより、システムを用
いて練習環境のメタファーを作り出した方
がいいということが分かった。このことから、
システムを用いてメタファーを作り出すこ
とで聞き手同士が評価コメントの相互参照
が可能となり、更なる評価活動の活発化が期
待できる。しかし、それとは逆に発表者には
評価コメントが有効に作用していないこと
が分かった。 
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